
[お問合せ] 
東京外国語大学 広報・社会連携課
（TUFS Cinema担当） 

TEL  042-330-5441
　     平日9:00-17:00 （12:00-13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp 

18:00上映開始 （開場17:20、終了予定20:40）
 17：50趣旨説明開始   17：45を目安にご着席ください。

プ 

ロ 

グ 

ラ 

ム

共催     東京外国語大学TUFS Cinema
         東京外国語大学国際日本研究センター・　
　　比較日本文化部門
協力　合同会社 東風
　　東京外国語大学多言語多文化共生センター

詳細は TUFS Cinema ウェブサイトにて
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場所 東京外国語大学
　　 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1、西武多摩川線「多磨」 駅下車 徒歩5分）

映画 『 骨を掘る男 』  本編上映 （115分）

上映後解説／トーク
            奥間勝也     （監督）
     司会  上原こずえ （東京外国語大学）

【金】

沖縄ドキュメンタリー映画上映会
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※事前登録がなくてもご来場いた
だくことは可能ですが、事前にご登
録いただくとスムーズにご入場いた
だけます。
定員を超える場合は、事前登録を済
ませた方を優先させていただきま
す。

© Okuma Katsuya, Moolin Production, Dynamo Production

TUFS Cinema とは・・・・・・
東京外国語大学TUFS Cinemaは、
映画を通じ、世界の諸地域における
社会･歴史･文化の理解を深めることを
目的として行っています。
沖縄戦から80年の2025年、TUFS 
Cinema初回は奥間勝也監督の「骨を掘
る男」を上映します。
凄惨な地上戦後も基地の島であり続け
てきた沖縄で、地中に残された遺骨は
何を訴えているのか。
40年以上遺骨収集を続けてきた具志堅
隆松氏を追うドキュメンタリーから学
びます。

 �月 ��日
上映日時

入場 無 料
事前登録は
   こ ち ら

2025年

Close to the Bone



あらすじ
本作品は、沖縄戦の戦没者の遺骨の収集を40年以上にわたって
行ってきた具志堅隆松さんの活動を追ったドキュメンタリーであ
る。砕けた小さな骨、茶碗のひとかけら、手榴弾の破片、火炎放射
の跡。地中から拾い集めた断片から、その人の最期に想いを馳
せ、弔う。この行為を、具志堅は観念的慰霊ではなく「行動的慰
霊」だと言う。映画作家の奥間勝也監督は、具志堅さんの遺骨収
集に同行し、沖縄戦で亡くなった自身の大叔母の生きた痕跡を沖
縄戦のアーカイブ映像に探しながら、悼むことの意味を問う。

受賞歴：日本映画撮影監督協会2024年度第33回JSC賞
2024年／日本・フランス／115分／日本語／英題 Close to the Bone

上映日
2025年5月30日〈金〉 18:00上映開始（17:20開場、20：40終了予定）

◆JR中央線「武蔵境」駅のりかえ  西武多摩川線「多磨」 駅下車  徒歩5分（ＪＲ新宿駅から約40分）
◆京王電鉄「飛田給」駅北口より多磨駅行き京王バスにて約10分 「東京外国語大学前」下車

交通アクセス
会場
東京外国語大学 アゴラ・グローバル プロメテウス・ホール
（東京都府中市朝日町3-11-1）

お問い合わせ
東京外国語大学 広報・社会連携課（TUFS Cinema担当）
TEL　042-330-5441 平日9：00～17：00  （12:00～13:00は除く）
Email　tufscinema@tufs.ac.jp
Facebook  @tufscinema.pr　 X(Twitter) @tufscinema

監督・撮影・編集： 奥間勝也
整音： 川上拓也　　カラリスト： 田巻源太　　音楽： 吉濱翔
共同製作： ムーリンプロダクション、Dynamo Production　
製作： カムトト　　出演： 具志堅隆松　　配給： 東風

沖縄ドキュメンタリー映画上映会

奥間勝也  （監督）
司会　上原こずえ  （東京外国語大学）

上映後解説／トーク

入場無料／事前登録制
https://sanda.tufs.ac.jp/event/tc250530form/
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本作について

沖縄本島には、激戦地だった南部を中心に、住民や旧日本
軍兵士、さらには米軍兵士、朝鮮半島や台湾出身者たちの
遺骨が現在も眠っているといわれる。だが、戦没者を追悼
する場としてあった沖縄本島南部は、米軍新基地建設のた
めの埋立資材の採掘場になろうとしている。沖縄県内、そ
して全国各地からも抗議の声があげられるなか、奥間勝也
監督は繰り返し自問する。「出逢ったことのない人の死を悼
むことができるのか？」その問いはやがて、「平和の礎」に
刻銘された24万の名を読み上げるいくつもの〈声〉と共鳴
し、戦火の時代を生きる私たちに問いかける。
どうすれば遠く離れた人の痛みとともにあることができる
のか？『ギフト』や『ラダック それぞれの物語』を制作した
新進気鋭の映画作家が、自らが生まれ育った沖縄の歴史と
現在を見つめる。


